





　RFID（Radio Frequency Identification: 電磁波や電波等の無線技術を使っ


























図表　2　　三菱電機の UHF 帯 RFID の標準的なシステム
キット内容
リーダライタ装置　　　1 台　　　　アンテナ用三脚　　　　　　　1 台　　
AC/DC 電源アダプタ　　1 個　　　　アプリケーション CD-ROM　　1 枚
アンテナ ( 円偏波 )　　　　　　　　汎用タグ / 金属対応タグ　　 各 5 枚
( 最大 4 枚まで増設可能 / 直線偏波アンテナ・小型アンテナも対応可能 ) 1 枚
UHF 帯 RFID C1G2 対応の評価キット。パソコンに接続し、タグの読取・書込が可能。



























　日本のバーコードは 1978 年に JAN コードが制定されて以来、30 年近くに






















　ここで RFID の普及状況について検討してみよう。RFID 市場は ( 社 ) 日本
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自動認識システム協会が 136 社から回答を得た調査によると、2007 年の自動













あって 4 年前の 2003 年と比べ 298 億円増（18％増）と堅実な伸びをしてい
る。製品別にみるとバーコードリーダが前年比 4.5% 滅の 485 億円、バーコー
ドプリンタが前年比 6.5% 減の 418 億円、バーコードサプライが前年比 8.7％
増の 1,020 億円であった。
図表　3　自動認識市場の国内市場規模        単位　百万円
( バーコード ) 2007 年実績 2008 年予測
リーダ 48,492 59,451 




バイオメトリクス 20,617 22,212 
合　　　計 256,977  284,830
出典 :「オート ID トレンドブック 2008-2009」月間マテリアルフロー編集、流通研究社、2008 年。
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　RFID 関連の出荷金額は、前年比 1% 増の 368 億円であった。内訳として、リー
ダライターは出荷金額が 06 年比 14.3% 減の 150 億円、RFID（非接触 IC カー
ド、タグ、チップ、インレット）では、ご出荷金額が同 27.2% 増の 187 億円、
応用機器では出荷金額が同 31.7‰減の 26 億円、属品は 33.6% 増の４億円だっ
た。リーダーライターの内訳は長波･中波帯が 35 億円、短波帯が 106 億円、
UHF 帯が 6 億円、マイクロ波帯が 5 億円、その他が１億円であった。また非
接触 IC カードはセキュリティカードや交通カードの普及が進んだことにより、
短波帯が 06 年比 38.8％増の 84 億円で、非接触 IC カード全休の大半を占めた。
　　RFID のトレンドは、2004 年頃から一般的な情報誌等でも大きく取り上









　ところで、RFID タグや RFID リーダーライター、プリンタ及び RFID シス
テム導入に伴うコンサルティングや導入検証、ミドルウェアや各種アプリケー
ション等のソフトウェア、SI、運用・保守等のその他を対象にした、2007 年
の RFID ソリューション市場規模は 577 億円になったとの報告がある。（3）
　その後、2013 年には 3,819 億円にまで拡大すると予測されている。2007
年比で 661.8% となる大幅な市場拡大が期待できる成長市場である。RFID タ











　当初には、市場の立ち上がりは早くて 2007 年～ 2008 年と見られたが、現
状では 2010 年～ 2011 年頃が本格的なブレークポイントとになるという見方
が強くなっている。その始まりは、出版や流通等業界全体で利用できるシステ
ムを目指す動きであり、投資対効果から見たシステムの必要性やコスト負担の























2010 年版」( 発行 IMS Research) によれば、スマートカード市場全体の出荷
量は、2014 年に年間 75 億へ成長する見込みである。（6）　RFID は日本が先行
して開発した技術であり、市場シェアの占有率も今のところ 60% ～ 70% を占
めている。そしてその利用の堅引き役を担っていると言っても良い。
　これらの需要の中には、たとえば、本田技研のイタリア法人で、欧州にお





































　先にも述べたように、RFID は、電磁波や電波等の無線技術を使って ､ID 情



















 ＩＳ０１８０００－６　ＴｙｐｅＢ ( 富士通 )















周波数帯 通信距離 通信速度 複数認識速度
135KHz 3 ～ 30 ㎝ △ △
13.56MHz 5 ～ 50 ㎝ ○ ○
　新技術では 2.2m ○ ○
2.45GHz 1m. ○ ○
860-960MHz 3 ～ 8m. ○ ○
出典 :SATO 株式会社　営業本部 RFID 営業部資料、藤岡照久「RFID の導入と最新の自
動認識動向」を加筆修正
図表　7　ＲＦＩＤタグの形状と用途の例
出典 : RFID 市場の将来性に関する調査（2010 年版）https://www.fcr.co.jp/report/
094q22.htm　2010/2/4 日
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に、電磁誘導方式として 135 ＫＨｚと 13.56 ＭＨｚ（HF）がある。また、
電波方式には 2.45 ＧＨｚ（マイクロ波）と 950 ＭＨｚ（UHF）がある。こ
の 950 ＭＨｚは、ＥＰＣグローバル　generation ２は国際統一規格になり、
ISO18000-6 Type Ｃに規格化されている。（7）
　周波数帯別の特徴としては、135KHz が 3 ～ 30 ㎝、13.56MHz が 5 ～ 50
㎝であるが最新のフランスの技術では 2.2 ｍまで通信距離が伸びている。また、
2.45GHz は 1m、860-960MHz は 3 ～ 8m の通信距離である。通信距離が長
いほど用途は広く利用面でもメリットが多いように思われるが、電波が混線す
る弊害もある。
　アンテナ付き IC チップ ( インレット ) は ､ 用途に応じて様々な形状 ( カード





























A. 市場分野 B. アプリケーション
1. 製造 1) 設備管理　2) 工程管理　3) 作業員入退室管理／位置把握
2. 物流 1) 搬送器具（輸送部材）管理　2) 倉庫ロケーション管理／荷物管理 3) 貨物追跡管理4) 温度情報／位置情報計測
3. 流通・販売・
　 サービス
1) 入荷検品／在庫管理　2) 情報提供　3) 盗難防止 4) レンタル品管理　5) 制服管理
6) 真贋判定　7) オートレジ他
4. 交通 1) 車両入退場管理　2) 駐輪場管理　3) 航空手荷物管理
5. 医療・福祉 1) 医療機器／医薬品管理　2) 健康診断支援　3) 医療過誤防止
6. 農業・漁業・
　 畜産業 1) トレーサビリティ　2) 生産履歴管理　3) 流通状況管理 4) 履歴管理
7. アミューズメント・
　 イベント・競技 1) 入退場管理　2) キャッシュレス清算　3) 履歴取得／管理 4) 記録計測（競技用）
8. オフィス 1) 資産／文書管理　2) 鍵管理　3) ID 管理　4) 食堂自動清算
9. 公共・教育機関 1) 図書管理　2) 登下校管理
10. その他 1) リサイクル　2) 品質管理　3) 安全管理　4) 物品管理 5) 健康管理









































































・ＲＦ Ｃｏｄｅ  
・ケンウッド
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　また、データキャリアシステム (data carrier system) は、データキャリアと
リーダ／ライタから構成されるシステムで、データキャリアに RFID を用いる


























　ここに挙げた構成要素以外にも、EPC タグ、EPC リーダ、RFID ミドルウェア
などの仕様を標準化しているのが非営利法人 EPCglobal Inc. である。EPCglobal
の活動によって、コード体系やインターフェイスの仕様が標準化されること
で、データの企業間連携がしやすくなる。EPCglobal ネットワークのアーキテク










　また、他にも RFID を普及させる機構として、「RFID 普及推進機構」と称し、
事務所拠点を札幌市内の北海道産学官研究フォーラム内に置く組織もある。こ
こでは、ユビキタスネットワークの時代がすぐそこに近づいて来ていることを






図表 9 EPCglobal ネットワークとインターネット（WWW）の比較










クライアント 業務アプリケーション Web ブラウザ
識別 ID EPC URL（URI）
データ形式 XML HTML、XHTML など































 （1） http://www.mitsubishielectric.co.jp/device/rfid/products/index.html 2010/2/4 日
 （2） 出典:「オートIDトレンドブック2008-2009」月間マテリアルフロー編集、流通研究社、
2008 年。
 （3） https://www.fcr.co.jp/report/094q22.htm 2010/2/4 日
 （4） 同上
 （5） 第 6 回自動認識総合展 2009 年 2 月、第 7 回自動認識総合展 2009 年 2 月、東京見本
市会場
 （6） 世界のスマートカード・スマートカード IC 市場：2010 年版
　　The World Market for Smart Cards & Smart Card ICs - 2010 Edition発行IMS Research
 （7） SATO 株式会社　営業本部 RFID 営業部資料、藤岡照久「RFID の導入と最新の自
動認識動向」を加筆修正











（17） http://www2.odn.ne.jp/~had58100/katsudou/katsudou.htm 2010/02/15 日
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